
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
「
あ
な
な
ん
」
を
日
本
一
へ
!!
～

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
版
画
（
吹
田
文
明
画
伯
作
）

４
点

美
波
町
日
和
佐
浦　

松
下
博
子

様
か
ら
阿
南
市
文
化
振
興
の
発

展
の
た
め
に

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
所
得
証
明
書
等

の
発
行
予
定
日

▼
所
得
証
明
書　

６
月
２
日
㈪
～

▼
所
得
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　

６
月
６
日
㈮
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
の
募
集

　

阿
南
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
商
工
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
指
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
は
、

次
の
期
間
に
お
い
て
、
募
集
要
項

等
関
係
書
類
を
入
手
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間　
６
月
10
日
㈫
～
７
月
11
日
㈮

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
募
集
要

項
を
公
表
し
ま
す
。
関
係
書
類
は

商
工
観
光
労
政
課
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

立
方
式
の
年
金

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

加
入
条
件
は　
次
の
①
～
③
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た

は
、
最
寄
り
の
農
協
へ

　

先
日
、
徳
島
市
で
女
子
中
学

生
数
人
と
あ
る
会
合
で
一
緒
に

な
り
ま
し
た
。「
阿
南
市
長
さ

ん
、
阿
南
す
て
き
で
す
」。
私

は
、「
え
？
」
と
首
を
か
し
げ

る
と
、
私
の
背
広
の
胸
に
あ
る

「
あ
な
な
ん
」
の
バ
ッ
ジ
を
指

さ
し
た
の
で
す
。「
こ
れ
で
す
」。

私
は
驚
く
と
同
時
に
う
れ
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
で

す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
は
、
ゆ
る

い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
略
で
、
最
近
で
は
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
町
お
こ
し
な
ど
、
地

方
公
共
団
体
を
含
め
一
大
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
25
年
に
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２
０
４
点

の
作
品
の
中
か
ら
市
内
小
中
学

生
の
投
票
に
よ
り
、
断
然
に
１
位

と
し
て
「
あ
な
な
ん
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。「
あ
な
な
ん
」
は
、
阿

南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
と
「
ラ

イ
オ
ン
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
が
、
性
別
は
不
明
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ

た
日
本
女
性
会
議
（
全
国
か
ら
２

３
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
訪
れ

た
会
議
）
で
、
着
ぐ
る
み
デ
ビ
ュ

ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
市
の
主
催
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
合
計
44
回
出

張
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
票
し

て
く
れ
た
小
中
学
校
へ
も
お
礼
を

兼
ね
て
Ｐ
Ｒ
訪
問
を
し
て
、
今
後

も
学
校
訪
問
を
続
け
ま
す
。

　

今
年
の
11
月
１
日
に
は
、
愛
知

県
の
中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア

特
設
会
場
に
て
開
催
さ
れ
る
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

４
」
に
初
出
場
し
ま
す
。
現
在
、

全
国
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
イ
メ
キ
ャ
ラ

ブ
ッ
ク
で
は
、
１
６
０
０
を
超

え
る
作
品
の
中
で
、
全
国
26
位

（
５
月
17
日
現
在
）
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。
四
国
で
の
順

位
は
２
位
、
徳
島
県
で
は
圧
倒

的
に
第
１
位
で
す
。
参
考
ま
で

に
、
徳
島
県
の
す
だ
ち
く
ん
は

全
国
３
４
４
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
12
月
１
日
に
は
４
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
「
あ
な
な
ん
」。
11
月
に
日

本
一
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
応
援
し

て
く
だ
さ
い
!!

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
期
間　
６
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

平
成
26
年
度

戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
28
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

介
護
保
険
負
担
限
度
額
申
請

　

介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
・
食

費
の
負
担
額
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）
は
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
方
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
交
付
し
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
６
月
30
日
㈪
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
先・問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・

な
が
い
き
課（
☎
22

－

１
７
９
３
）

へ
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と
は
、

農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機

能
の
維
持
を
図
る
た
め
の
地
域
活

動
を
支
援
す
る
制
度
で
、
こ
れ
ま

で
の
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
制

度
を
再
編
し
て
平
成
26
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
業
者
や
周
辺
住
民
等

で
活
動
組
織
を
作
り
、
市
と
協
定

を
結
ん
で
実
施
す
る
活
動
（
農
地

法
面
の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上
げ
、

水
路
の
補
修
等
）
に
対
し
て
、
交

付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
交
付
金

は
作
業
日
当
や
補
修
に
用
い
る
資

材
購
入
費
等
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６

月
末
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－
１
５
９
９
）
へ

「
防
災
講
座
」参
加
者
募
集

　

今
後
求
め
ら
れ
る
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

対
象　
自
主
防
災
組
織
の
会
員

日
時　
６
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

50
分
～
午
後
３
時（
昼
休
憩
あ
り
）

場
所　
文
化
会
館　

研
修
室

内
容　
▼
基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら

の
自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方
」
特

定
非
営
利
活
動
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ

ト
代
表
理
事　

石
井
布
紀
子
さ

ん
▼
事
例
発
表　

自
主
防
災
組

織
（
県
南
の
３
団
体
）
▼
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

定
員　
40
人

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切
日　
６
月
13
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
23

－

７
２
８
８
）

へ
農
地
中
間
管
理
機
構
の
設
立

　

農
地
の
有
効
利
用
の
継
続
や
農

業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て

農
地
を
貸
し
出
し
た
い
方
や
農
地

の
借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対

象
に
、
本
年
７
月
と
11
月
に
公
益

財
団
法
人
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
を
行
う

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
農
業
開

発
公
社
（
☎
０
８
８

－

６
２
１

－

３
０
８
３
）
ま
た
は
農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

　
も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
公
的
年
金
に
加

入
し
て
、
原
則
と
し
て
最
低
25
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
免
除
・
納
付
猶
予
期

間
を
含
む
。）

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資
格

期
間
が
25
年
を
満
た
し
て
い
な
い

人
や
、
25
年
以
上
あ
る
が
満
額
と

な
る
40
年
に
満
た
ず
年
金
額
を
増

や
し
た
い
人
な
ど
が
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
、

特
例
的
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
60
歳
に

到
達
し
た
日
以
降
、
任
意
加
入
の

申
出
書
と
口
座
振
替
の
申
出
書
の

両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

～スローガン～

「おいしいな　だいじなお水ごくごくり」

私たちの暮らしに欠かすことのできない水は限
りある貴重な資源です。水への理解を深め、暮
らしに役立て、節水を心掛けましょう。

こんなときは水道の届け出を
・新しく水道を使うとき
・引越しするとき
・長期間、使用しないとき
・使用者の名義が変わるとき
・そのほか変更があるとき

水道メーター・水道管の移設
家の建て替えや庭の工事等で水道メーターや水
道管を移動する場合は、市指定水道工事店を通
じて申請書を提出してください。
※費用は自己負担になります。

水道料金の納付は便利な口座振替のご利用を！
口座振替の手続きは市内の金融機関でできます。

問い合わせは
●水道の届け出および水道料金等に関すること
阿南市水道料金お客様センター
（業務課内☎22−0587）へ
●道路からの漏水、修繕工事、給水装置の新設
と変更工事および水道工事店に関すること
工務課（☎22−3295）へ

６月１日～７日は水道週間！
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

市
の
花「
ひ
ま
わ
り
」

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

　

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
明
る
く

力
強
く
伸
び
る
花
「
ひ
ま
わ
り
」

を
咲
か
せ
、
ま
ち
を
彩
り
ま
し
ょ

う
。

種
子
の
配
布
場
所　
市
役
所
案
内

窓
口
、
企
画
政
策
課
、
各
支
所
、

各
住
民
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
で
は
、
差
別
落
書
き
等
の

防
止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販

店
の
ト
イ
レ
な
ど
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

人
権
を
ふ
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書

き
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や

人
通
り
の
少
な
い
箇
所
等
の
定
期

的
な
点
検
を
実
施
し
、
ト
イ
レ
な

ど
は
常
に
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
頃
か
ら
落
書
き
し
に
く
い
状
況

を
つ
く
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見

し
た
時
は
、
そ
の
場
で
消
去
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

第
２
回
阿
南
市
人
権
教
育・

啓
発
市
民
講
座

日
時　
６
月
24
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

内
容　
「
女
性
の
人
権
と
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
課
題
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

歯
朶
山
加
代
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
６
月
16
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

「
古
文
書
を
読
む
会
」

受
講
者
募
集

対
象　
市
内
在
住
の
方

日
時　
７
月
～
12
月
ま
で
の
毎
月

第
２
水
曜
日(

８
月
は
６
日
開
催)

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
阿
南
図
書
館
３
階　

視
聴

覚
室

募
集
人
数　
30
人
程
度
（
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

申
込
方
法　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
日　
６
月
20
日
㈮
（
消

印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

０
０
１
１　

領
家
町

本
荘
ケ
内
１
２
１
番
地　

阿
南
図

書
館
内　

市
史
編
さ
ん
室
（
☎
22

－

１
５
７
３
）
へ

短
期
講
座「
浴
衣
着
付
け
」

受
講
者
募
集

日
時　
６
月
25
日
㈬
、
７
月
２
日

㈬
、
９
日
㈬
、
16
日
㈬
の
午
後
７

時
～
９
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
20
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
無
料
（
当
ホ
ー
ム
未
登

録
者
は
入
会
費
１
０
０
０
円
が
必
要
）

講
師　
中
岡
百
合
枝
さ
ん

持
参
物　
浴
衣
、
半
幅
帯
、
肌
襦

袢
、
コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト
１
本
、
伊

達
締
め
、
腰
ひ
も
２
本
、
洗
濯
ば

さ
み
１
個
（
襟
止
め
用
）、
タ
オ

ル
２
～
３
本

申
込
締
切
日　
６
月
19
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
８
時
）

阿
南
市
身
体
障
害
者
連
合
会

定
期
総
会・体
育
大
会
開
催

日
時　
７
月
５
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
で
き
る
方　
▼
市
内
に
在
住

し
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
▼
こ
の
大
会
に
賛
同
さ

れ
る
市
民
の
方

持
っ
て
く
る
も
の　
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
と
連
合
会
費
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
６
月
23
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
23

－

７
２
８
８
）

へ

○高校総体協賛　県高校南部ブロック大会
　１日㈰　10:00～　３位決定戦　決勝戦

○四国アイランドリーグplus
　７日㈯　18:00～
　　　徳島インディゴソックス
　　　　VSソフトバンクホークス（３軍）
　８日㈰　13:00～
　　　徳島インディゴソックス
　　　　VSソフトバンクホークス（３軍）

○野球観光ツアー
　14日㈯	 奥出雲マスターズ（島根県）
	 大安クラブ（三重県）
	 宇部カッタ君（山口県）

○阿南市高校新人交流戦
　21日㈯　10:00～　
　　新野高校VS高知農業高校

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

６月の日程

全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート）を利用した緊急地震速
報の情報伝達訓練が全国一斉に
実施されます。本市では、防災
行政無線とケーブルテレビの自
主放送チャンネルで訓練放送を
行いますので、ご協力ください。
日時　６月５日㈭　10:15 頃
ご注意ください　テレビ・ラジ
オ・携帯電話（緊急速報メール）
では放送されません。
※気象・地震活動の状況等に
よって中止することがあります。
問い合わせは　
防災対策課（☎22−9191）へ

緊急地震速報
の情報伝達訓
練を実施

6/5
㈭

後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重
症化の予防のため、健康診査を実施します。
健康診査の対象となる方には「健康診査受診券」を送付しますので、ぜひ受診しましょう。
健診項目　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査　　　受診費用　無料

平成26年度後期高齢者医療制度の健康診査について

対　　象　　者 健康診査申込書の
送付時期（予定） 健康診査受診券の送付時期 受診期間

入院・施設等へ入所をされていない方または
生活習慣病と診断されていない方 　　　　 ８月（予定）

受診券を受け
取ってから、
平成26年12月
31日まで

上記以外の方で、平成26年４月以降に血液
検査や尿検査をされていない方

受診を希望される方は、８月以降に保険年金課窓口に
備え付ける健康診査申込書によりお申し込みください。
締切は、11月末頃を予定しています。

平成26年１月
１日～９月30
日までの間に
後期高齢者医
療制度に加入
された方

１月１日～３月31日に加入 ５月 加入時期に応じ、健康診査申込書
を送付します。
入院をされていない方または生活
習慣病と診断されていない方で受
診を希望される方は、広域連合事
務局までお申し込みください。受
診券を後日送付します。

４月１日～５月31日に加入 ６月

６月１日～７月31日に加入 ８月

８月１日～９月30日に加入 10月

10月以降に後期高齢者医療制度に加入される方は健康診査の対象外となります。
後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入されている健康保険で健康診査を受診してください。
入院をされていた方または生活習慣病と診断された方はすでに健康状態を把握され、医師の指導を受けていると考え
られることから、健康診査の対象者から除いています。
生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、脂質異常症、
虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があり
ます。
問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）
　　　　　　　または保険年金課（☎22−8064）へ

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。
○パンフラワー展　８日㈰まで
○樹脂粘土で作った小さな花　10日㈫～ 22日㈰
○染織作品展　24日㈫～７月６日㈰

■体験コーナー
○樹脂粘土でかわいいスミレをつくりましょう
14日㈯　13:00	～15:00
【申込締切日】13日㈮　【参加費】500円
【定員】20人

○お琴の伴奏で懐かしい歌を歌いましょう
15日㈰　13:30	～15:00
【申込締切日】13日㈮　【定員】20人

○「パステル和アート」体験
22日㈰　14:00	～16:00
【申込締切日】20日㈮　【参加費】１,000円
【定員】７人

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中!

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

光 ６月の催しのまちステーションプラザ

●本年度の重点目標
　①いじめの防止・体罰の禁止　②学力向上　③人権教育の推進
●阿南市教育功労者の選出および表彰式（総務課）
●阿南市社会教育指導員の委嘱（生涯学習課）
●子ども体験活動支援センターコーディネーターの委嘱（生涯学習課）
●阿南市立公民館分館長の委嘱（生涯学習課）
●阿南市教育集会所長の委嘱（人権教育課）
定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。
くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

４月定例会（４月22日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

あぶない !こんなに事故が
〈阿南署管内の平成26年４月分合計〉

交
通
事
故

件　数 179件 （765）救　
　

急

件数 287件
（1,146）

火　
　

災

件　数 1件（13）
死　者 0人 （1） 搬送

人員
280人	

（1,103） 損害額 16,489千円
（21,225千円）負傷者 27人 （121）

※カッコ内は平成26年1月からの累計。損害額は未確定分を含んでいません。
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東 京アラカルト

阿南市東京事務所は、日本の政治の中枢「永田

町・霞が関」と文化・流行の発信地「有楽町・銀

座」の結び目にある日比谷公園の一角、「市政会

館」の中にあります。

市政会館は、東京市政調査会の会館として 1929

年に後藤新平によって建造されました。後藤新平

は、関東大震災後に帝都復興計画を立てた人物で

す。彼は、都市計画を行うためには、政策立案の

ベースとして科学的な調査が重要であると考え、行政を科学的に研究する中正独立の調査機関を提唱

して、1922 年に東京市政調査会を設立しました。これに共感した銀行家安田善次郎が会館の建築資

金を提供し、当時、東京市がどうしても欲しかった公共施設である公会堂をセットにすることで、日

比谷公園内に建てることができました。

現在、市政会館は、東京都選定歴史的建造物となっており、このような伝統ある建造物の中で、阿南

と東京を結ぶ活動を行っています。

「市政会館と東京事務所」

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍する

阿南市出身の方々などを紹介するコーナー

Vol. ３

市では、災害時や救急現場などで急病やケガを
した人の日頃の様子をスムーズに把握するため、
「救急安心カード」を作成しました。
このカードは、家族の人それぞれの名前や生年
月日、血液型、かかりつけの病院、治療中の病
気、緊急連絡先などを書いておくためのもので
す。駆け付けた救急隊員は、受入先の病院に傷
病者の容態を伝える必要があり、名前や生年月
日、治療中の病気などをお聞きします。その際、
家族や関係者がいなかったり思い出せなかった
りしても、「救急安心カード」があれば的確に
状況を把握することができます。特に、健康に
不安のある方や高齢の方などに備えていただき
たいカードです。いざという時に備え、外出時
にも携行しましょう。

問い合わせは　消防本部（代表☎22−1120）、
消防署（☎22−3847）へ

備えよう！救急安心カード平成25年度
阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況

　平成25年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第12の
規定により公表します。

２　個別協定
　⑴　協定数　１協定　　⑵　対象面積　10a　　⑶　交付金額　21千円
※面積は１ａ未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

◇中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中
山間地域において、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体制
整備に向けた前向きな取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け取る
ことができる制度です。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

問い合わせは　農林水産課（☎22－1598）へ		 	 	

１　集落協定
　⑴　協定数　27協定　　⑵　対象面積　11,768a　　⑶　交付金額　20,762千円

集落名 対象面積
（a）

交付金額
（千円）

主な共同取組活動の内容
（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不整形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

金 石 167	 19	 148	 168	 水路・農道等の管理
水 井 279	 141	 138	 365	 水路・農道等の管理
細 野 469	 299	 158	 12	 652	 水路・農道等の管理
成 松 329	 329	 692	 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
喜 来 659	 659	 1,385	 水路・農道等の管理、サポート体制の維持、その他
中 喜 来 141	 141	 237	 水路・農道等の管理、その他
元 信 1,382	 1,283	 62	 37	 2,788	 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
貞 信 777	 777	 1,305	 水路・農道等の管理
大 根 上 239	 239	 402	 水路・農道等の管理

海 老 川 1,213	 1,158	 18	 23	 14	 2,479	 水路・農道等の管理、農作業の共同化、農業生産条件の強化、鳥獣害対策

秋 山 135	 92	 20	 23	 238	 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
清 貞 380	 359	 21	 624	 水路・農道等の管理
平 川 内 205	 203	 2	 344	 水路・農道等の管理
生 谷 214	 214	 359	 水路・農道等の管理

船 頭 ヶ 谷 1,170	 1,170	 1,966	 水路・農道等の管理、農作業の共同化、鳥獣害対策、非対象農家との連携

八 原 毛 540	 540	 1,135	 水路・農道等の管理、協定農用地の拡大、農作業の共同化、新規就農者の確保、サポート体制の維持

香 236	 236	 398	 水路・農道等の管理、農作業の共同化
平松・高瀬 180	 180	 302	 水路・農道等の管理
働 々 814	 775	 39	 1,327	 水路・農道等の管理、農作業の共同化
尻 杭 332	 247	 85	 471	 水路・農道等の管理
横 尾 谷 135	 135	 285	 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
長 谷 川 180	 180	 303	 水路・農道等の管理
長 谷 川 東 111	 111	 187	 水路・農道等の管理
辺 川 648	 545	 103	 1,011	 水路・農道等の管理、鳥獣害対策、水源地の保全
貝 谷 355	 346	 9	 590	 水路・農道等の管理
赤 崎 194	 74	 120	 236	 水路・農道等の管理
壱 升 ヶ 森 284	 219	 65	 513	 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

急病やケガ人発生

救急隊現場活動
応急処置救急出動

119番通報

病院を手配し搬送

救急隊が「救急安心カード」
情報により名前や病歴を確
認し適切な病院を選定後
病院手配、家族連絡。

※
救
急
安
心
カ
ー
ド
は
、
今
月
号
に

折
り
込
ん
で
い
ま
す
。救急安心

カ ー ド

火災・救急は 119
（０８８４）２２－９９９９火災・救急病院の問合せ

（テレホンサービス）

記入年月日：年月日
本人氏名性　別

住　所徳島県阿南市　　　　　町

電　話

生年月日血液型

かかりつけ病院 ① （診療科）

緊急時
連絡先

飲んでいる薬

かかりつけ病院 ② （診療科） 飲んでいる薬

いまかかっている 病気

アレルギー

手術歴（入院歴）など

その他 伝えたいこと

① 氏 名 続  柄
電話番号 　　　 －   　　　－ 　　　　 （  　　）

② 氏 名 続  柄
電話番号 　　　 －   　　　－ 　　　　 （  　　）

（表面） （裏面）

広報あなん 2014.06　1213　広報あなん 2014.06


